
「
三
昧
発
得
記
」
偽
撰
説
を
疑
う

中

野

正

明

ま
え
が
き

法
然
の
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
門
弟
を
取
り
ま
く
周

囲
の
状
況
す
な
わ
ち
朝
廷
お
よ
び
南
都

・
北
嶺
と

の
関
係
を
充
分
に
考

慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

と
く
に
比
叡
山
黒
谷
の
叡
空
を
師

と
し
て
円
頓
戒
を
伝
受
し
た
法
然
は
、
下
山
し
て
東
山
吉
水
の
地
に
居

住
し
て
も
生
涯
を
持
戒
の
僧
と
し
て
送
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
取
り
あ
げ
よ
う
と
す
る

「
三
昧
発
得
記
」
は
、
そ
の
真
偽
の

判
断
に
よ

っ
て
法
然
の
思
想
的
立
場

の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

遺
文
と
い
え
る
。
田
村
圓
澄
氏
は
そ
の
著

『法
然
上
人
伝
の
研
究
』
第

三
部

「法
然
伝

の
諸
問
題
」
第
六
章

「
三
昧
発
得
記
」
に
お
い
て
、
内

容
的
に
非
法
然
的
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
偽
撰
で
あ
る
と
す
る
趣
旨
を

述
べ
ら
れ
た
。
問
題
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積

極
的
な
反
論
も
み
ら
れ
ず
今
日
も
遺
文
と
し
て
の
信
愚
性
は
曖
昧
な
ま

ま
と
な
っ
て
お
り
、
法
然
の
三
昧
発
得
と
い
う
宗
教
体
験
の
有
無
に
つ

い
て
も
確
実
視
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
こ
の
た
び

『藤
堂
恭
俊
博
士

古
稀
記
念
浄
土
宗
典
籍
研
究
』
研
究
篇
に

「醍
醐
本

『法

然

上

人

伝

記
』
所
載

「
御
臨
終
日
記
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
な
る
拙
論
を
寄

せ
た
際
に
、
と
く
に
こ
の

『
醍
醐
本
』

の
構
成
上
の
問
題
や
編
集
の
意

図
に
関
す
る
若
干
の
卑
見
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
が

「三
昧
発
得
記
」
の

信
愚
性
を
考
え
る
の
に
関
係
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
田

村
説
に
対
す
る
疑
問
と
と
も
に
報
告
し
て
お
き

た
い
。

三

は
じ
め
に
田
村
氏
の
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
要
点
を
ま
と
め
て
み
る

と
、
「
で
は
何
故
、
法
然
に
仮
託
し
た

「三
昧
発
得
記
」
が

つ
く

ら

れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
想
定
し
て
、
お
も
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸

点

を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
1
)
教
義
上
か
ら
い
っ
て

非
法
然
的

で
あ

る
。
(
2
)

『源
空
聖
人
私
日
記
』
が
人
間
法
然
は
菩
薩
の
化
身
、
弥
陀

の
応
跡
と

し
て
直
人
に
非
ざ
る
こ
と
を
表
現
す
る
よ
う
な

三
貫
し
た
思
想
に
促
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
3
)
建
久
九
年
正
月
か
ら
元
久
三
年
三
月
ま
で
の
間

は
兼
実
女
房
、

宜
秋
門
院
、
兼
実
ら
に
授
戒
し
、
ま
た
南
都

・
北
嶺
に

よ
る
専
修
念
仏
教
団
圧
迫
が
、
次
第
に
高
ま
り

つ
つ
あ

る
時

で

あ

っ

た
。
(
4
)
建
久
九
年
か
ら
そ
の
筆
を
起
し
て
い
る

の
は
、
主
著

『
選
択
本

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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「
三
昧
発
得
記
」
偽
撰
説
を
疑
う

(中

野
)

願
念
仏
集
』
が
三
昧
発
得
中

の
念
仏
者
の
製
作
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う

と
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
(
5
)「三
昧
発
得
記
」
の
作
者

は
、
『
観

経

疏
』
を
書

い
た
善
導

の
夢
中
対
面
に
よ
る
玄
義
の
指
授
を
、
『
選
択

本

願
念
仏
集
』
を

つ
く

っ
た
法
然
に
あ
て
は
め
よ
う
と
し
た

も

の

で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
指
摘
さ
れ
る
諸
点
は
い
ず
れ
も
も

っ
と
も
な
る
疑
問

で
あ
り
、
同
氏
の
優
れ
た
視
点
に
は
導
か
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か

し
、
こ
の
問
題
に
は
と
く
に

「
三
昧
発
得
記
」
の
文
献
学
的
な
認
識
が

必
要
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
筆
者
と
立
場
を
少
し
く
異
に
す
る
。

二

「
三
昧
発
得
記
」
の
伝
存
に
つ
い
て
ど
の
程
度
確
認
で
き
る
の
か
を

述
べ
よ
う
。
ま
ず

は
、
『
園
太
暦
』
貞
和
五
年

(
三
三
四
九
)
五
月
十
五

日
の
条
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(上
略
)
法
然
上
人
三
昧
発
得
記
可
レ令
二拝
見
一之
旨
、
先
日
長
老
約
諾
、

傍
労
所
二参
向
三也
、
用
輿
、
光
煕
朝
臣
・
永
季

・
定
季
等
在
共
、

先
参
二御

塔
哨
次
於
二本
堂
一謁
二上
人
噛
彼
記
被
二取
出
噛
拝
見
、
随
喜
渇
仰
、
今
生
之

思
出
也
、
中
紙
草
子
、
自
筆
也
、
自
二建
仁
二
年
正
月

一
日
門
勲
二念
仏
別
行
一

鰍
、
自
二六
日
一有
二発
得
瑞
噛
是
地
観
宝
樹
以
下
次
第
現
前
、

以
レ之
称
二三

昧
発
得
一鰍
、
彼
記
可
二写
給
一之
旨
申
了
、
(下
略
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
記
主
洞
院
公
賢
は
同
行

の
公
家
衆
達
と
と
も
に
二
尊

院
に
お
い
て
法
然

の
三
昧
発
得
記
を
拝
見
し
て
い
る
。
ま
ず
塔
に
参

っ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
二
尊
院
の
鷹
塔
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ

る
。
法
然

の
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
記
し
感
激
の
様
子
を
今
生
の
思
出
と

ま
で
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
建
仁
二
年
正
月

か
ら
念
仏

の
別
行
が

始
ま

っ
た
と
か
、
六
日
よ
り
発
得
の
瑞
が
あ
ら
わ
れ
た
と
か
記
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は

『醍
醐
本
』
や
後
述

の

『
西
方
指
南
抄
』
の
記
述
と
比

ぺ
れ
ば
公
賢
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ

に
天
文
二
十
年

(
三
五
五

三
)
こ
ろ
伏
見
貞
敦
親
王

・
三
条
西
公
条
、

画
師
狩
野
法
眼
元
信
ら
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た

「
二
尊
院
縁
起
」
に
所
載
さ
れ
る
記
述
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
二
尊
院
本
は
全
体
の
記
述
を
伝
え
る
も
の
で
は
な

く

三
部
を
除
き
後
半
部
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
原
本

は
現

存

せ

ず
、

元
禄
八
年

(
三
六
九
五
)
に
大
串
元
善
が
副
本
を
書
写
し
た
も
の
と

い
う
。
ほ
か
に
も
円
慈
の

『
浄
土
希
聞
抄
』
第
四
に
よ

れ

ば
、
「
三
昧

発
得
記
」
の
正
本
が
二
尊
院
に
存
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
義
山

の

『円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
』
五
〇

「
二
尊
院
」
に
も
七
箇
条
起
請

文
の
ほ
か
に
自
筆

の
三
昧
発
得
記
と
合
わ
せ
て
六
巻
伝
持

す

る

と
あ

り
、
さ
ら
に
二
尊
院
に
所
蔵
す
る
元
禄
十

三
年
七
月
に
記
さ
れ
た

『
巡

見
奉
行
案
内
帳
』

に
よ
れ
ば
、

「源
空
和
尚
当
山
在
住
行
事
」
の

三
つ

と
し
て

「
七
箇
条
制
誠
」
「足
引
之
御
影
」
等
に

つ
い
て
の
記
述

と

と

も
に

「
在
住
之
内
三
昧
発
得
者
」
と
の
項
目
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
時

点
で
も

「
三
昧
発
得
記
」
の
伝
存
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
を
信

頼
す
る
と
、
そ
れ
が
本
当
に
法
然

の
自
筆
本
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
分

明
で
な
い
が
、
自
筆
本
と
い
わ
れ
て
い
た

「
三
昧
発
得
記
」
が
こ
の
こ

ろ
ま
で
二
尊
院
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
と

な

り
、
「
二
尊
院
縁
起
」
は

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
収
載
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
。
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三

と
こ
ろ
で
、
「
三
昧
発
得
記
」
の
現
存
す
る
記
述
を
あ
げ
て
み
る
と
、

『
西
方
指
南
抄
』
中
本
所
収

「建
久
九
年
正
月

二
日
記
」
、
「
二
尊
院
縁

起
」
所
載
本
、
『
醍
醐
本
』
「
御
臨
終
日
記
」
所

載

本
、
『
拾
遺
黒
谷
語

灯
録
』
(漢
語
)
所
収

「
三
昧
発
得
記
」
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
本

の
記

述
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
三
昧
発
得
記
」

自
体
の
湖
源
に
迫
れ
る
か
ど
う
か
が
み
き
わ
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

諸
本
対
照
表
は
前
掲
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
そ

の

問
題
点
を
整
理
し
て
述
べ
る
と
、
ま
ず

『
拾
遺
黒
谷
語
灯
録
』
(漢
語
)

所
収

「
三
昧
発
得
記
」
と

『
西
方
指
南
抄
』
中
本
所
収

「
建
久
九
年
正

月

二
日
記
」
と
を
比
較
す
る
と
、
削
除

・
挿
入

・
異
同
箇
所
が
は
な
は

だ
し
い
。
し
か
し
、
『
拾
遺
黒
谷
語
灯
録
』
の
漢
語

一
巻
は
恵
空

本

に

は
な
く
義
山
本
に
ょ
る
し
か
な
い
。
義
山
本
は
他
に
所
収
す
る
遺
文
類

の
校
合
の
結
果
か
ら
、
義
山
個
人
に
よ
る
改
窟
箇
所
の
多
い
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

ほ
か
の
三
本
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
つ
い

て
、
和
文
体

・
漢
文
体

の
違
い
は
あ
る
が
お
お
む
ね

三
致
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、

こ
の
三
本
は

三
応
同

三
系
統
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。

こ
れ

は
、
す
な
わ
ち
法
然
自
筆
本
の
よ
う
な
原
型
の
存
在
を
裏
付
け
る
も

の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
『醍
醐
本
』
に
お

い
て
は

『西
方
指
南
抄
』
本
に
比
較
し
て
挿
入
語
句
よ
り
削
除
箇
所
の
方
が
若

干
多
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て

『醍
醐
本
』

「御
臨
終
日
記
」

所
載
の

「
三
昧
発
得
記
」
を
除
い
た
前
半
部
で
あ
る
が
、

こ
れ
を

『
西

方
指
南
抄
』
本
な
ら
び
に
各
種
法
然
伝
の
う
ち
比
較
的
成

立

の
早

い

『
知
恩
講
私
記
』
『
四
巻
伝
』
『
源
空
聖
人
私
日
記
』

の
記
述
と
比
較
検

討
し
、
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
と
く
に
そ
の
成
立
過
程
を
推

測

す

る

と
、

は
じ
め
に

『
西
方
指
南
抄
』
本
系
で
原
型

に
遡
れ
る
記
述
を
想
定

す
る
こ
と
が
も

っ
と
も
納
得

い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
転
写
伝
来

の

際
に

『
西
方
指
南
抄
』
所
載

「
諸
人
霊
夢
記
」
と
の
合
繰
が
な
さ
れ
、

そ
の
記
述
を
原
資
料
と
し
て

『醍
醐
本
』
や

『
知
恩
講
私
記
』
系
統
の

記
述
、
『四
巻
伝
』
や

『
源
空
聖
人
私
日
記
』
系
統

の
記
述
が
生

ま

れ

て
い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
『
醍
醐
本
』
「御
臨
終
日
記
」
は
二

つ
の
遺
文
の
併
合
に
よ

っ
て
成

っ
て
い
る
。
そ
れ
は

『
西
方
指
南
抄
』
本
や

『
拾
遺
黒
谷
語
灯

録
』
本
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
「法
然
聖
人
臨
終

行
儀
」
あ
る
い
は
「
臨

終
祥
瑞
記
」
と
、
「
建
久
九
年
正
月

一
日
記
」
あ
る

い

は

「
三
昧
発
得

記
」
と
そ
れ
ぞ
れ
題
さ
れ
る
両
遺
文
と
同

三
の
も
の
で
あ

る
。
『醍
醐

本
』
「御
臨
終
日
記
」
は
構
成
上
こ
の
両
遺
文
の
間
に
つ
ぎ
の
よ

う

な

文
節
を
挿
入
し
て
い
る
。

(
上
略
)
上
人
入
滅
以
後
及
三
二
十
年
門
当
世
奉
レ
値
二上
人
一之

人
其
数
錐

レ多
、
時
代
若
移
者
於
二在
生
之
有
様
一定
懐
二朦
昧
一敷
、
為
レ之
今
柳
抄
コ記
見

聞
事
噛
又
上
人
在
生
之
時
、
発
d得
口
称
三
昧
一常
見
一一浄
土
依
正
三以
自
筆

観
〕(源
智
)

レ之
勢
至
房
伝
レ之
、上
人
在
生
之
後
明
遍
僧
都
尋
レ之
加
・二
見
一流
二随
喜
涙
噛

即
被
レ送
二本
処
噛
当
時
柳
錐
レ聞
d
及
此
由
一未
レ見
レ本
者
不
レ記
二其
旨
哨
後

得
二彼
記
-写
レ之
、
(下
略
)

「
三
昧
発
得
記
」
偽
撰
説
を
疑
う

(中

野
)
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「
三
昧
発
得
記
」
偽
撰
説
を
疑
う

(中

野
)

こ
の
挿
入
文
は
二
つ
の
内
容
か
ら
成

っ
て
い
る
。
「
又
上
人
在
生
之
時
」

か
ら
わ
か
れ
、
そ
の
前
の
部
分
は
法
然
滅
後
三
十
年
が
経
ち
時
代
が
移

り
変
わ
る
と
、
師
の
在
生
の
有
様
に
つ
い
て
詳
し
く
わ
か
ら
な
く
な

っ

て
し
ま
う

の
で
、

い
ま
こ
ご
に
見
聞
す
る
こ
ど
を
抄
記
す
る
と
あ
る
。

後
部
の
方
は
法
然
在
生
時
に
三
昧
発
得

の
体
験
を
自
ら
筆
録
し
て
い
た

も
の
を
源
智
が
伝
え
て
い
た
が
、
法
然
滅
後
明
遍
が
こ
れ
を

一
見
し
て

随
喜
の
涙
を
流
し
本
所

に
送

っ
た
た
め
原
本
は
確
認
で
き
な
い
で
い
た

が
、

の
ち
に
こ
れ
を
得
て
書
写
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た

「三
昧
発
得
記
」
伝
来

の
説
明
は
、
こ
の

『
醍

醐

本
』
「御

(源
智
)

臨
終
日
記
」
の
最
末
尾
に
も

「此
三
昧
発
得
之
記
、
年
来
之
間
勢
観
房

秘
蔵
不
二
披
蟹

於
二没
攣

不
醸
鉾

得
之
垂
{畢

」
と
附
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
挿
入
文
の
う
ち
後
部

の
記
述
と
末
尾
の
部
分

と

は
、
「
三
昧

発
得
記
」

に
対
す
る
説
明
文
と
し
て
同
時
に
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に

『
醍
醐
本
』
の
編
者
が

「
三
昧
発
得
記
」
と
結
合
さ

せ
よ
う
と
し
た
時
点
で
、
『醍
醐
本
』
「御
臨
終
日
記
」
前
半
部

の
記
述

は
す
で
に
確
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
西
方
指
南
抄
』

本
と
の
照
合

に
よ

っ
て
わ
か

っ
た
よ
う
に
、
前
半
部
が
多
く

の
省
略
に

よ
る
抄
出
と
み
ら
れ
た
の
に
比
べ
て
、
後
半
部
の

「
三
昧
発
得
記
」

の

ほ
う
は
ほ
と
ん
ど
近
い
記
述
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る

と
、
『醍
醐
本
』

の
編
者
は
こ
の

「
三
昧
発
得
記
」
の
存
在
を
世
に
主
張
す
る
こ
と
が
重

要
な
目
的

の
三
つ
で
あ

っ
た
と
い
う
見
解
に
達
し
て
く
る
。
そ
し
て
、

『
醍
醐
本
』
「御
臨
終

日
記
」
前
半
部
に
、

「
同
三
日
戌
時
上
人

語
ご
弟

子
一云
、
我
本
在
二天
竺

一交
ご声
聞
僧
-常
行
ご頭

陀
輔
其

後

来
二
本

国
一

入
ご天
台
宗
-又
勧
二
念
仏
↓
(中
略
)
又
御
手
付
二五
色
糸
-可
ご令
レ執
レ
之

給

一之
由
勧
者
、
如
レ此
事
者
是
大
様
事
也
云
終
不
レ
取
、
」
と
あ
る
よ
う

に
、
三
昧
発
得

の
体
験
に
よ
っ
て
常
に
仏

・
菩
薩
を
拝
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
五
色
の
糸
を
と

っ
た
り
す
る
臨
終
行
儀

は
必
要
で
な
い
と
の

法
然

の
意
思
を
記

し
、
そ
の
あ
と
に
実
際
に
大
往
生
の
様
子
を
細
か
に

記
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
う
し
た
経
過
の
説
明
に
根
拠
と
す
べ
き

「
三

昧
発
得
記
」
を
掲
載
す
る
意
義
が
存
し
た
の
で
あ

る
。

四

さ
て
、
田
村
説
の
検
討
で
あ
る
が
、
ま
ず
教
義

上
か
ら
い
っ
て
本
当

に
非
法
然
的
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
に
さ
れ
て
い
る

の
は
つ
ぎ
の
ご
と
き

『選
択
本
願
念
仏
集
』
第
十
二
章

「
付
属
仏
名
篇

」
私
釈
段
の
記
述
で

あ
る
。(上

略
)
就
レ中
同
疏
玄
義
分
中
云
、
此
経
観
仏
三
昧
為
レ宗
亦
念

仏

三
昧

為
レ宗
、
既
以
三
一行
h為
一二

経
宗
門
何
廃
二観
仏
三
昧
一而
付
コ属
念
仏
三
昧
一

之
哉
、
答
日
云
了望
二仏
本
願
一意
在
丙
衆
生
三
向
専
称
乙弥
陀
仏
名
恥
定

散
諸

行
非
二本
願
一故
不
レ付
コ属
之
嚇
亦
於
二其
中
一観
仏
三
昧
難
二殊
勝
行
一
非
二
仏

本
願
一故
不
二付
属
噴
念
仏
三
昧
是
仏
本
願
故
以
付
コ
属
之
哨
(下
略
)

こ
の
部
分
は
念
仏
三
昧
を
付
属
し
て
観
仏
三
昧
を
廃
す
る
仏
意
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た

二
節
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
然
の
三
昧
発
得

は
観

仏
三
昧
に
ょ
る
も
の
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
そ
れ
が
む

し
ろ
念
仏
三
昧

に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
れ
は
ま

た
前

掲

の
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『
醍
醐
本
』
「
三
昧
発
得
記
」
の
附
記
に

「
又
上
人
在
生

之
時
、
発
得

口
称
三
昧
常
見
浄
土
依
正
、
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

口
称
の
念

仏

三

昧
に
よ
る
も
の
に
相
違
な
い
。
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第

十
六
章

「以

弥
陀
名
号
付
属
舎
利
弗
篇
」
私
釈
段
に

「
偏
依
善
導
」
の
理
由
を
述
べ

て
、
「善
導
和
尚
是
三
昧
発
得
之
人
也
、
」
と
記
し
、
加
え
て

「善
導
是

弥
陀
化
身
也
、
」
'と
表
現
し
て
い
る
。
法
然
が
い
か
に
三
昧
発
得

の
宗

教
体
験
に
重
要
性
を
置
い
て
い
た
か
が
窺
い
知
ら

れ

る
。
つ
ぎ

に
、

『
源
空
聖
人
私
日
記
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
中
井
真
孝
氏
は

「
『源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
(『仏
教

文
化
研
究
』
二
九
)
に
、
『
四
巻
伝
』
を
原
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い

る
面
の
多

い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
九
年
か
ら
元
久

三
年
の
間

の
授
戒
は

『
玉
葉
』
の
記
事
な
ど
で
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、

比
叡
山
と
の
関
係
は
た
と
え
ば
元
久
元
年

(
=
三〇
四
)
十

一

月
七
日
付
送
山
門
起
請
文
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
法
然
に
弾
圧

を
加
え
て
い
た
と
も
法
然
が
比
叡
山
に
妥
協
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た

と
も
思
え
な
い
。
そ
し
て
、
『
拾
遺
黒
谷
語
灯
録
』
(和
語
)
収
録

の
・建

久
九
年
四
月
二
十
六
日
付

「津
戸
三
郎
為
守

へ
つ
か
わ
す
お
返
事
」
等

の
記
述
に
よ
る
と
、
建
久
八
年

(

九
七
)
か
ら
翌
九
年
に
か
け
て
法

然
は
病
気
が
ち
で
瘡
病
に
患
い

一
時
は
危
険
な
状
態
に
あ

っ
た
。
同
九

年
正
月
に
始
ま
る
三
昧
発
得
の
体
験
、
同
三
月

の

『
選

択

集
』
の
撰

述
、

同
四
月
の
没
後
遺
誠
文
の
起
草
等
は
、
そ
う
し
た
法
然
の
健
康
状

態
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
善
導
と
の
夢
中
対

面
は
、
こ
れ
を
記
す

『
西
方
指
南
抄
』
所
収

「
法
然
聖
人
御
夢
想
記
」

な
ら
び
に

『拾
遺
黒
谷
語
灯
録
』
(漢
語
)
所
収

「夢
感
聖
相
記
」
と
、

各
種
法
然
伝
所
載
の
記
述
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
設

定
が
、
法
然
の
浄
土
門
帰
入
、
三
昧
発
得
、
『
選
択
集
』
撰
述

の
う

ち

い
ず
れ
か
の
関
連
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
年
時
を

「建
久
九

年
五
月
二
日
記
レ之
」
と
明
確
に
記
す
の
は
、
改
鼠
箇
所
が
多
く

信

愚

性
に
問
題
の
あ
る
義
山
印
行
本
し
か
現
存
し
な
い

『拾
遺

黒

谷

語

灯

録
』
(漢
語
)
所
収

「
夢
感
聖
相
記
」
の
み
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を

田
村
説

の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
て
は
め
て
み
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
三

昧

発

得
記
」
偽
撰
説
が
少
し
く
思
い
過
ご
し
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

あ
と
が
き

以
上
、
「三
昧
発
得
記
」
に
関
す
る
問
題
点
と

し
て
、
と
く
に
自

筆

本

の
伝
来
性
、
伝
存
諸
本
の
文
献
学
的
位
置
付
け
、
『醍
醐
本
』
「
三
昧

発
得
記
」

の
信
愚
性
、
教
義
的
整
合
性
等
を
中
心
に
考
察
し
、
田
村
氏

の
偽
撰
説
に
対
す
る
若
干
の
疑
問
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

諸
賢

の

叱
正
を
乞
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
V

法
然
、
三
昧
発
得
、
『醍
醐
本
』

(華
頂
短
期
大
学
講
師
)

「
三
昧
発
得
記
」
偽
撰
説
を
疑
う

(中

野
)
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